
部長 課長 課長補佐 総括担当 担当者 合　　議

設　　計　　書

設計額 　一金 円也

工 事

概 要

別　　紙　　内　　訳　　書　　の　　と　　お　　り

工 事 場 所 氷見市　中央町　地内　
工 事 名

歩道復旧工事　A＝248㎡、雨樋復旧工事　一式　ほか

工期：令和９年３月１２日まで

いきいき元気館外構復旧工事

設計　令和　８年　９月

調査　令和　８年　９月



内　　訳　　書

備　　　　考

直接工事費

間接工事費

工事費計

消費税相当額

合      計

－　氷見市　－



案内図



工種又は種目 規格又は材料形状寸法 数量 単位 単価(円) 金額(円) 摘　　要

いきいき元気館外構復旧工事

計

３．南側歩道部復旧工事 1 式

２．西側歩道部復旧工事 1 式

１．北側歩道部復旧工事 1 式

直接工事費

工　事　費　明　細　書

-　氷見市　-



工種又は種目 規格又は材料形状寸法 数量 単位 単価(円) 金額(円) 摘　　要

スロープ　設置 ｺﾝｸﾘｰﾄ　同上 10.0 ｍ2

歩道部コンクリート舗装
ｔ120、ワイヤーメッシュ6φ-
150共 154 ｍ2

歩車道ブロック布設 150*200*2000 48.0 ｍ

水道桝関係高さ調整 1 式

雨樋排水　再布設 桝共 6 箇所

陥落部砕石高さ調整 RC-40 154 ｍ2

物置仮移設及び再設置 スチール製 1 式

同上　処分費 （有筋） 51.0 ｔ

コンクリート　集積・運搬費 22.0 ｍ3

スロープ　解体費 10.0 ｍ2

物置基礎コンクリート　解体費 ｈ300 6.0 ｍ2

同上 桝・配管廻り、手はつり 6 箇所

歩道コンクリート舗装　解体費 ｔ120、機械 154 ｍ2

同上　処分費 （無筋） 3.5 ｔ

同上　集積・運搬費 1.5 ｍ3

歩車道ブロック　解体費 150*200*600 48.0 ｍ

重機運搬損料 1 式

工　事　費　明　細　書

１．北側歩道部復旧工事

-　氷見市　-



工種又は種目 規格又は材料形状寸法 数量 単位 単価(円) 金額(円) 摘　　要

計

ゴミ処分
ｺﾝﾊﾟﾈ3枚､金属ｸｽﾞ､
土砂0.5m3程度 1 式

コンクリート　目地切 幅6㎜、深さ30㎜ 28.0 ｍ

物置基礎コンクリート　設置 H300、3000*2000 1 箇所

スロープ手摺設置 アルミH900 1 組

工　事　費　明　細　書

-　氷見市　-



工種又は種目 規格又は材料形状寸法 数量 単位 単価(円) 金額(円) 摘　　要

歩道コンクリート舗装　解体費 ｔ120 94.0 ｍ2

同上　処分費 4.0 t

同上　集積・運搬費 1.7 ｍ3

歩車道ブロック　解体費 150*200*600 56.0 ｍ

重機運搬損料 1 式

工　事　費　明　細　書

２．西側歩道部復旧工事

コンクリート　集積・運搬費 12.0 ｍ3

同上　処分費 （有筋） 28.0 ｔ

自転車用ラック取外し・再取付 12台（2×6組） 12 組

エアコン室外機仮受け・再設置 3 台

陥落部砕石高さ調整 RC-40 94.0 ｍ2

雨樋排水　再布設 桝共 4 箇所

歩車道ブロック布設 150*200*2000 56.0 ｍ

歩道部コンクリート舗装
ｔ120、ワイヤーメッシュ6φ-
150共 94.0 ｍ2

ｱﾙﾐ手摺取り外し・再取り付け （図面凡例　H ） 1 式

計

-　氷見市　-



工種又は種目 規格又は材料形状寸法 数量 単位 単価(円) 金額(円) 摘　　要

6 箇所

雨樋部歩車道取外し 再利用 6 箇所

雨樋排水布設直し 桝共 6

既設歩車道ブロック布設 6 箇所

防草シート復旧 6 箇所

工　事　費　明　細　書

３．南側歩道部復旧工事

雨樋部防草シート撤去

箇所

歩車道ブロック　取り外し・再設置 （図面凡例　I ） 1 式

計

-　氷見市　-
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いきいき元気館外構復旧工事

特記仕様書

仕 様 書

１．工事名称

２．工事場所

３．建物概要

Ⅰ 工事概要

都市計画区域　　・内（・市街化区域　・市街化調整区域　・その他）　・外

用途地域

地名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地内

防火地域

敷地面積　　　　　　　　　　 　　　　　　　m2

階数                                     階建構造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  造

いきいき元気館外構復旧工事

富山県氷見市中央町

近隣商業地域 準防火地域

地上　２S・SRC・RC

Ⅱ 建築工事仕様

　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

（２）特記事項は、・印の付いたものを適用する。

（１）項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

２．特記仕様

　　　適用する。

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの工事仕様書を

      （以下「改修標仕」という。）による。

１．共通仕様

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、全て国土交通省大臣官房官庁営繕部制定「公共建築工事標準仕様書

      （建築工事編）令和７年版」（以下「標仕」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版」

項　　目章 特　　記　　事　　項

・　

※図示

・建設汚泥から再生した処理土

・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種・盛土

厚さ(mm)形　式種別

路床の材料

事

工

装

舗

22

　　　　　・高炉セメントB種　　　・生石灰（　　　　　　　）　・消石灰（　　　　　　　　）

　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントB種

路床安定処理の適用　※なし　　・あり（※添加材による安定処理　　・　　　　　）

・　

※図示

・　

・川砂、海砂又は良質な山砂(75μmふるい通過量6%以下）・フィルター層

・　

※図示・再生クラッシャラン　　・クラッシャラン　　・切込砂利

・　

・凍上抑制層

　　透水計数　　　　・1.5x10^ -1  ㎝/sec以上　　　・　

　　引張り強さ　　　・98N/5㎝（10㎏f/5㎝）以上　　・　

　　厚さ（mm）　　　・0.5～1.0　　　・　

　　単位面積質量　　・60g/m2以上　　・　

　ジオテキスタイルの品質

・ジオテキスタイルによる安定処理　・行う　・行わない

　　　　　・固化材（・セメント系　　・石灰系　）

　添加量　　　　㎏/ｍ3 （目標CBR　※3以上　　・　　　　）

 1　路床

コンクリート版厚さの試験　※行わない　　  ・行う　

　　　　注入目地材料　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　

　　　　早強セメント　　　※使用しない　　・使用する　

舗装の構成及び厚さ　　　　※図示　　　　　・　

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　 ・行う　

シールコート　　※行わない　　　・行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　

・細粒度ギャップアスファルト混合物（13F）

※密粒度アスファルト混合物（13F）

・細粒度アスファルト混合物（13）

※密粒度アスファルト混合物（13）

・寒冷地域

※一般地域表層

種　類地　域区分

配合（加熱アスファルト混合物の種類）

　　　　骨材　　　　　　※道路用砕石　　　・アスファルトコンクリート再生骨材

材料　　アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

・アスファルト舗装（表層及び基層の厚さは図示による）

材料　　コンクリート　　　※標仕表22.5.1による　　・　

 5　コンクリート舗装

 4　アスファルト舗装

 2　路床試験 ・路床土の支持力比試験　　　※行う（※乱した土　・乱さない土）　・行わない

・路床締固め度の試験　　　　※行う　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

・砂の粒度試験　　　　　　　※行う　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

・六価クロム溶出試験　　　　・行う　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

・現場ＣＢＲ試験　　　　　　・行う　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

・安定処理土のＣＢＲ試験　　・行う　　　　　　　　　　　　　　　・行わない

 3　路盤

　　　・クラッシャラン鉄鋼スラグ

　　　・再生材（・クラッシャラン　　・粒度調整砕石）

材料　・砕石　（・クラッシャラン　　・粒度調整砕石）

　　　・粒度調整鉄鋼スラグ

　　　・水硬性粒度調整鉄鋼スラグ

厚さ　※図示による

路盤の締め固め度試験　※行う　　　・行わない

※無し　・有り

※無し　・有り

・歩道部

・車道部

・　

・石油樹脂系混合物

・アスファルト混合物

・常温系

※加熱系

車道部の基層部　位舗装の種類

・カラー舗装（表層及び基層の厚さは図示による）

・たたき出し

・洗い出し

・研ぎ出し

・モルタル

※砂　　※60※300角

・透水平板（P）

※普通平板（Ｎ）

表面加工目地材厚さ（mm）寸法（mm）種　類

・コンクリート平板舗装

アスファルト混合物等の抽出試験　　・行う　　　　・行わない

舗装の平坦性　　※著しい不陸がないもの

・ストレートアスファルト

・再生アスファルト

・　

・ﾎﾟﾘﾏｰ改質ｱｽﾌｧﾙﾄⅡ型

・加熱アスファルト混合物等（密粒アスファルト混合物)

・排水性舗装用アスファルト混合物

基層

表層

材　料種　類区分

・排水性アスファルト舗装（表層及び基層の厚さは図示による）

・透水性アスファルト舗装（表層及び基層の厚さは図示による）

　　　　　樹脂系混合物、ニート工法及び塗布工法の配合等　・　　

配合　　　結合材に石油樹脂を使用する場合の顔料添加量　　・　　

常温系カラー舗装の着色部の下部　　・アスファルト舗装　　・コンクリート舗装

材料　　　加熱系混合物に添加する材料　　・着色骨材（　　　　）　　・自然石（　　　　）

・透水性タイプ

・誘導、注意喚起用タイプ

※普通タイプ

種　類

・インターロッキングブロック舗装

・保水性タイプ

・30　ｸｯｼｮﾝ材　　　・砂　・空練りモルタル

仕上り面の平坦性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、ｺﾝｸﾘｰﾄ平板間の段差は3mm以内

 8　ブロック系舗装

 6　カラー舗装

 7 　透水性及び排水性

 　　アスファルト舗装

黄色とする

誘導、注意喚起用は

・表面化粧タイプ

※標準タイプ

表面加工及び色彩等横断面勾配

２％

1.5～２％

厚さ(mm)

80

60

・100

・植生タイプ

曲げ強度

5N/mm2以上

3N/mm2以上

※車道部　

※歩道部　

施工箇所

フィルター層

目地材　　※砂

砂・車路、駐車場

・歩行者用通路

川砂、海砂又は良質な山砂

（75μmふるい通過量6％以下）

100

種　類厚さ㎜部位区　分

・ジオテキスタイルの敷設位置

　　透水計数　　　　・1.5x10^ -1  ㎝/sec以上　　　・　

　　引張り強さ　　　・98N/5㎝（10㎏f/5㎝）以上　　・　

　　厚さ（mm）　　　・0.5～1.0　　　・　

　　単位面積質量　　・60g/m2以上　　・　

　ジオテキスタイルの品質

・ジオテキスタイルの敷設位置

　　※図示　　・敷砂層と路盤の間　　・フィルター層と路床の間

仕上り面の平坦性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、ブロック間の段差は3mm以内

舗装の割付　　・ヘリンボンボンド　（・45°　　・90°）

ｸｯｼｮﾝ材 20

30

・アスファルト舗装

※コンクリート舗装※うろこ張り※80～100　・　※小舗石（花こう岩）　　

基　層施工方法厚さ（mm）種　類

・舗石舗装

粉体状

液状

厚さ　※1.0　 

※白

・黄　　　・　　 　 　

幅　　※150　

溶融

加熱

常温

※３種１号

・２種

・１種JIS K5665

色彩寸法（mm）適用施工時の条件種類規格番号

路面表示用塗料

・Ａ種　　・Ｂ種　

低揮発性有機溶剤型の路面表示用水性塗料

 9　砂利敷き

10　区画線

区　分

基層

種類 備考

※砂　　・空練りモルタル

・コンクリート版

・再生粗粒度アスファルト混合物（20）

厚さ㎜

30

70

50

コンクリート版は、コンクリート舗装による。

加熱アスファルト混合物は、アスファルト舗装による。

仕上り面の平坦性　　※歩行に支障となる段差がないものとし、舗石間の段差は3mm以内

ｸｯｼｮﾝ材

目地材　※モルタル　・　
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いきいき元気館外構復旧工事

案内図、配置図
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配置図　　S=1：300

  I

案 内 図

　A

北側 西側 南側内容

工事概要

＋　ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装　t120、ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ-150

    ｺﾝｸﾘｰﾄ目地切6mm深さ30mm

陥落部砕石高さ調整（RC-40）

計

　B

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ布設（150*200*2000）

既設歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ解体（150*200*600）

6箇所 4箇所雨樋及び桝布設直し(再利用)　C

6箇所雨樋排水布設直し(再利用)　C'

防草ｼｰﾄ撤去及び復旧､歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ撤去及び再設置(再利用)を含む

　D

1式

既存歩道ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装 解体(t=約120)

　E

物置仮移設及び再設置

  F 自転車用ﾗｯｸ取外し･再取付 12組

  G 3組ｴｱｺﾝ室外機仮受け･再設置

56.0m

10箇所

6箇所

1式

1式 1式

12組

3組

既設物置基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ解体

  H 1式

範囲:150×200×600 5本

1式

1式1式

1式  J 1式

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ浮き箇所 取り外し･再設置

ｱﾙﾐ手摺取り外し･再取り付け

既存ｽﾛｰﾌﾟ解体

ｽﾛｰﾌﾟ設置(ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装t120､ｱﾙﾐ手摺H1000)

物置基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ　3m×2m　H＝300

ｺﾞﾐ処分(ｺﾝﾊﾟﾈ3枚､金属ｸｽﾞ､土砂0.5m3程度)

 ※ 解体における､集積･運搬･処分費を含む｡

48.0m 104.0m

94.0m2154.0m2 248.0m2

 ※ 供用中の施設であるため､施設使用者の安全に留意した施工計画を立てる｡

    同敷地内の保育施設利用者も当該駐車場を利用しているため､工事中の工事区域は明確に提示すること｡
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いきいき元気館外構復旧工事

外構詳細図

（倉庫サイズ　1512*2914 H2200）

I.歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ浮き箇所 取り外し･再設置 J.ｺﾞﾐ処分(ｺﾝﾊﾟﾈ数枚､金属ｸｽﾞ､土砂0.5m3程度)

H.ｱﾙﾐ手摺取り外し･再取り付けE.既存ｽﾛｰﾌﾟ解体、新設

A．歩道(ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装)詳細図 S=1：10 B．歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ詳細図 S=1：10

E.ｽﾛｰﾌﾟ平面図　S=1：30

E.ｽﾛｰﾌﾟ立面図　S=1：30

D.物置基礎　断面図　S=1：30
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ｱﾙﾐ手摺 φ30､H1000､L4750

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装､ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ150､PK-3

1
5
0

1
50

3
00

9
0
0
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路盤材　RC-40

ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ　PK-3

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装

ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭ6φ150
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ｸﾗｯｼｬﾗﾝC-40又は再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝRC-40
ｺﾝｸﾘｰﾄ（18-15-25）

歩道（ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装）
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歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ 150*200*2000

側溝

駐車場（ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装）


